
日 の波 が実施され、

の皆 が参加されました。大

でした。

日 後 時 分より、留萌産業

ク において 回 事役 を開

いたします。 当の の皆さんよろしく

お いします。

幌 より、活 画 び を し

ました。

川 より、活 画 を しました。

なお、 につきましては発 を取りや 、

にて を していただきたいと

が来ています。

地 学 より、 学

ス ーが いております。

スト

　 道留萌振興局 局長　 　

振興局長 日はありがとう ざいます。

　 本会長

留萌振興局長さまようこそ留萌 。 日

はよろしくお いします。　

振興局長ようこそ留萌 。 日はよろし

くお いします。　 会長

留萌振興局長 。ようこそ留萌

日の 話よろしくお いします。

　 　 会 委員長
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先 の 多 の参加ありがとう ざい

ました。　 西谷親睦活動委員長

新 に ました。　 武田会員

の さが しくなってきました。 ナに

しながら にも しまし う。

　 松本会員

知 の大自然 ワーをもらって ワーアップ

をしてきました。よろしくお いします。

　 青山会員

　 　回　　

　今　回　　　

　累　計　　１９４，０００円

　

　留萌振興局長　宇野　稔弘 様

　 日に留萌振興局長を 命いたしまして、

やっと した所で ざいましたが、

さんと さんがやってきまして、ぜひ一言お

話をしていただきたいとの事で、私も何を話し

て良いものやら、 々 の局長が話したことを

べました。 成 年 に 谷振興局長が

振興の話をされておりました。 は 、

大の 事という事で 役として ってお

ります。 に ておりましたので、 の

話をしたのだと思いますが、その の 成 年

の 振興局長は人 少という事を話されて

おります。 人とも大きな ーマからお話をさ

れておりました。その後少し が空いて、私が

今回 を ける事になりました。大 フ

ンドリーな ー リーク の でお時 をい

ただいた事を大 に思っております。

　私も留萌は何回か来たことがありますが、住

のは てで ざいまして、 日に

道 が 開 した後に留萌にやって参りま

した。トン ルを けるとバッーと街が がっ

て、こんなにイン ーに近い街は いなと

ました。実は私は 年 に美唄市で 長職をし

ておりまして、 年 美唄に住んでいました。

留萌と美唄市を べますと、住 台 では

人 は 人 しか わらない街でした。しか

し留萌市の は、美唄市に べて から

人 があるような がいたしました。

お いにそれなりに自 隊があったりと、農業

や さん を て 々な産業があり

ますが、やっ り留萌と言うのは、まさに今は

だから にそう思うのかもしれませんが、

道 地から留萌を れに来ている 地だなと

思いました。

　それで 日は何を話すかと言いますと、先

ど ナやオリンピックなどの話も ていまし

たが、 ナのお話は に 々な所で話をされ

ておりますので、 ナの話ではなくて、身の

話でも と言われておりますので、私の身

の 話を えまして、私の話を いていただき

たいと思います。その に ナに して少し

話しますと、昨日実は留萌市役所の の皆

と留萌振興局の が毎年 回 を持ってお

りまして、その で留萌市立 の 長さんが

毎日のように を していると言われ

ておりました。何故かと言いますと、 で転ん

で をした が ばれてきます。手術の

に をすると必ず に があり、 の

の が いという事で、 を

こさないた に、毎日 に している

そうです。これからも留萌市と連携して皆 を

ナから れるようにしっかりと 応してい

きたいと思います。話に入る にもう一 の

なのですが、 日の 後 時から あぐ

り 国 という 番組でオン アされます

が、地元のルル ッソの 業とフ バ

さんの 業と、料 で さんで され

ているメ ーをピックアップしながら、留萌

地域の をする事になっておりますので、皆

もぜひ いただければと思っております。

　私の生まれは道 の 町という所で、ち

うど留萌の にある という街から

に 入った 業の街で生まれました。私の

生まれた では、 が から ちて今の私

の年 から 年 たきりになりまして、手

の からしか かない で生活を っており

ました。 は当然共 で、 も当然
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の で付き っていましたので、どちらかと

言うと私は ったらかしの で、一人で ん

でいる事が多い でした。 には常に が

て が にはいるもんだと言う事で、

にかける思いはかわいそうと言うよりもど

うしたら になるかなと言う事を考えている

少期でした。

　 校に入り 市に 車で 学しておりまし

たが、 も留萌と人 が 人 しか わら

ない街でしたが、 気の 化で 業も く

なってしまいました。ただ、加 がしっかり

していた 分があり、 がありますので リ

ン の に を いで、いわ るインバ

ンドに を いでおりましたが、 車も に

なり駅 が一時 れまして、人の もグッと

ちました。私自身 校生だったのですが、こ

の街は大 なのかと になった 年後でし

たが 校 業後に思いました。それでは今はど

うかと言いますと、先 ど 道 の話をしま

したが、札幌から 時 、 町には 時

ち っとで着くようになりました。 、 町

から札幌まで 車で行くとなると 時 分の

車に乗って 時 分 の 着でした。

を乗り いで 時 かっていたものが、

道 が 来て に が って来たん

だなと ました。特に昨日市長さんとも話し

たのですが、留萌市さんの道の駅のオープン効

果と言うものは、施設はこれから 々成長され

ていくのだと思うのですが、やはり道の駅の開

業効果と言うものは大きくて、 道からマ ア

の方がいっ いいらっし って、ただ道の駅も

々な で ン ングされたり、ス ンプ

リーされたりとか、 の方々の目に入ると、

に留萌の人気を保っていくにはそう言った

ー ーの声を取り んでいくかという大事な

になっていくんだなと思っております。

　その後、 校を 業後は当然大学進学を目

すのですが、一応 大進学を目 していたので

すが、案の定 ちまして一 しようか大学を

ようか考えていたのですが、結局 学園大

学 進学し、 年 した後に 企業に就職

をいたしました。 企業では 業が でして、

自分で言うのも何ですが、 業の成 はそんな

に くはなかったです。しかし みというもの

が 然 くて、ある時身 を しまして か

ら は 大 か と言われるのが当たり

と思っておりましたが、 後日には に

てこれるか という に、こんな でこ

れからもやっていけるのかと言う気持ちになり、

結局この を る事にしました。当時はト

バー といって転職 ームだったものですか

ら何とかなると思っていたのですが、何 か

けてみて、 方はなぜ の を 年ち っ

とで たのですか 方は私の に入っ

て何をするのですか、 はあるのですか

と、非常に な人 に しての による

しい目を て実 しまして、その時はまだ公

務 という は く、回りに公務 の方は

おりませんで、 ーワーク 行った時、私と

ような の人に 方は く気はあるので

すか と言われて、 が立ちまして、 く気

があるからここに来ているのだろう と言うと、

なぜこんなことを くかと言うと、ここは

が いとお を せない所で、 ながら

この方はあまり 身になってくれませんでした

が、私自身この人たちを見 してやりたいと言

う気持ちになりまして、まだ公務 になろうと

は思っておりませんが、何か を手に付けよ

うと し始 、 目が だった道 の

に り、道職 人生の始まりがここにありまし

た。 は 振興局に まして、市町

政とか く多くを学ばせていただきました。市

町 政を 当していた には、市長、町長、

役さんなど 々な方と気 にお話する が
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ありました。しかし今の にはそのような

があまり く、市長 役どころか 当の

長さんともあまり話す事が 来ず、 長さんと

ケーションも取れない事が多くなって

います。振興局でも ーションギャップ

と言うか、 の職 が に多

くて、我々 の職 がある おりまして、

そのギャップを る人達が くおりませんの

で、技術の をどうしていくかが 要な

になっています。 、よく と言われ

ておりますが、 の人達が には 然

おりませんで、あのような大きな 置産業で、

を持っている所は技術 がないと

の を れないと言われています。 さん

もそうだと いています。 い人が入って来て

くれない。バス にしても の新入 が

入ってこないと言います。 では 年後に

はバスの 転手さんは 分なってしまう事にな

ります。とにかく い人が入ってこない。 い

人をどうやって取り んでいくかが今後の大事

な イントになると思います。一 には 料

を れば良いのではと考えますが、簡単には

来ない事ですので。また、よく自 転が話

になりますが、 大の の さんと

言う自 転の 一人 の方がおりまして、そ

の方の話では、ト の で 自 転がす

ぐそこまで来ている、 年後にはバ の自

転が始まる というイメー で マーシャル

をやっていますが、 道ではあと 年は

だろうと言われております。 に目 地

まで皆さんを た の 期をどうやって乗

り えていくのかが非常に大事な だと言わ

れておりました。今 、 ナの で

バスも き 転されていますが、非常に し

い で事業 さんが っているので何とか

に結び付けたいのですが、国も ャ

ン ーンなどをしていますが、なかなか政 の

政 とマッ ングしていないのが皆 知の

りで ざいます。実は私が一番長かったのが

かもしれません。一時期 でプリンス

ルに行ったのですが、その時は ル ーイを

ずっとやっていました。 の はなぜ道職

が、 か も か も ル ーイをしなければ

ならないのかと思っておりましたが、 ル

は施設の である。その一番 に うのが

ル ーイの 方だから って しい と当

時 プリンス ル開業立ち に携わりま

して、 ルの に り されたのが沢

さんでした。非常にきれいな方が してい

るなと今でも思い されます。その に国

にも になり、皆さん ット ャ ン

ャン ーンというものを 知でし うか、

要は からたくさんお さんを取り もうと

いう しをやりました。 が当時の

を 人にするということで 言したもの

で、当時日 には 人しか から

が来ていなくて、役人の方は 人だと言っ

たのですが、 は 人だと っ り

して行って、 人 という事で ッ

ト ャ ン ャン ーンが始まりました。日

ワールド ップが始まって、何か波に乗ってい

くような でした。その時に が

きまして、波に一番乗りかけた時に とされ

て、 の というものがすぐわかったも

のですから、ある の時 で まったのです

が、ただインバ ンドという大きな れはこれ

からも いていくと思いますので、ここ留萌に

もせっかく要となる 道 が 来たという事

で、ぜひ されたら に 人 が多くなる

ように、取り組みをドンドン進 ていきたいな

と思っております。

　少し りますが、私が美唄にいたという事

で住んで気が付いたのですが、美唄という街は

人 人からギ ーと 人に ってしまい、

とにかく古い が れ っておりました。

下 道、市 、 ムも つ持っていまし

たし、 は単 でやっているだろうし、市立

も立て えたいし、お がいくらあっても

りない。それ している でした。そ

の で街づくりをどうしたら良いのかという事

で、美唄 業 校をつ してもらって、そこに

ン クトシ を ろうという事で道 に

お いしたのですが、その 物を すのに

も かってしまって、当 そこには公 住
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を てる 定でしたが話は保留になっておりま

す。留萌市も留萌 校が空いていて、何か 用

できないかという事でこの 見せさせていただ

いたのですが、 校というのはかなり大きな

物になっていて、とにかく 房一つとっても

ン ング ストがかかる事と、 われてい

ない事から や天 のク ックとか 用が

かる事と、後は う目 に う時に 法

の 々な 定があって に くついてしまう事

があります。それでは成 が かったのかと

しますと、実は一つあって、 さな 学校が

あり、その 育 に 道 という の の

ような 方 を る を しまして、それ

が非常に人気が ていて、 国産より 来が良

いという事で 育 に 施設を り、 にオ

フ スを り、地域の皆さんと 良くやってい

る成 事 もあります。一 に校 は て メ

だとは言いません。 校の 地 用が 学校の

地 用に べて うかなと言う を けま

す。

　そろそろ時 も くなってくるので、留萌に

ついて話しますが、留萌の活 を 持していく

にはやはりこれから人 少が く で、どう

やって人 を 持していくか。留萌は

人で、毎年 で 人がいなくなって、

この人 というのは、国立人 生研

究所という所でやっているのですが、 々な

によって り方が り、 しいかなこの人

推 はかなりの で当たるとされています。

何もしなければこうなりますよ、という が

ていて、その でどのように留萌地域を し

ていくのか、 当に に考えなければならな

い所に来ていて、それは皆さん 分 知だと

思いますが、 から人を んだり、 い人に定

着してもらったり、 々な政 を組み合わせて

いく事が 要なのですが、実は留萌 市町

で ファイバーの という物をやってお

ります。それで何をやるかと しますと、当然

ット を すると何か になるんだろ

うという事で、今日も実は町 長と があ

りまして、 の でナマ の などがありま

すが、今は にソナーを置いて、 のあ

くを 知してその を取り まるという事

が 来ていたり、 の として てに

グを付けて、どのような がどのように き、

どのような サをどれ 食べたかを できる

ようになっています。いわ るスマート農業の

ようなもので、これからは 学校の方々に

育を けてもらうた に の 業という物

が今後でてくるのかなと。デ ルの で自

分たちの生活を っていけるのかという事もあ

るのですが、 の方が増える では一時

にそういう物で一 産業の方をしっかり って

いくという事が非常に大事なのかなと思います。

　今、 房長 がワーケーションと声 らか

に言っていますが、ワーケーションというのは

一 には の企業さんがリ ートに行っ

てお を としてください、という事なのです。

そう言う で、ワーケーションと 房長

が言っておりますが、私は留萌地域には当ては

まらないと思っております。 の目 は今の

地を大企業の ワークで おうとしている

事で、私が思っている留萌地域のワーケーショ

ンとは、 来れば企業さんとか大学と連携する

ツールとして いたい。つまり、その に 町

長さんに ワーケーションって興 あります

か と 当 長に回ってもらったのですが

でした。私の所には施設がないからこんなこと

は 来ない。せいぜい しかないからと言わ

れましたが、実は も必要が いのです。

えば 人のグループが いてくれ

るのであれば あれば 分で、その で留

萌の一番良い時期を の良い企業の方々に来て

もらって、 えばサイクリングとか、 りです

とか食ですとか、留萌の を わってもらっ

て留萌のファンになってもらう、そういう

でのワーケーションをしたいと思っております。

何故このような事を言うかと しますと、美唄

市の から、企業さんが来てくれると の企

業さんを んでくれる。大学と付き合うと大学

生が来てくれて、 に企業も来てくれたりと、

思いも けない効果が実は生まれるのです。

道 さんもそうでしたが、サイクリングの

ャイアントという企業を皆さん 知でし
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うか。台湾でナンバーワンの企業ですが、美唄

のアルトピアッアという綺麗な公園があり、そ

こを気に入って空知グルメフォンドという、要

は自転車でおいしい物を食べて回るという事を

企画して、毎年何百人も参加しているそうです。

これはわざわざ参加料を払って参加しに来ます。

当然周りにも泊っていただけますし、地元を食

べるという事で新しくサイクルツーリズムとし

て定着し、何故か事務局を岩見沢市に奪われて

しまいました。しかしこれはワーケーションに

よってすぐ始まる訳でもありませんが、長い取

り組みが非常に効果を得ていると言えます。天

塩町の夕映え荘さんも毎年のように筑波大学の

学生さんに来ていただいたり、すぐに役に立た

なくても、その人達の人脈が必ず役に立つ事が

あります。美唄市の雪冷房という物がありまし

て、雪の活用という事で自然に乾燥させていく

ので米が劣化しないという取り組みもしていま

したし、スマート農業の先進地にしたいという

事で、あまり大きな声で言えませんがデンソー

さんが技術開発の研究をしているところです。

私としてはこのワーケーションとは難しい言い

方なのですが、簡単に言うと企業さんとか学校

さんとどういう繋がりを持って行くかという事

で、特に旭川市と札幌市がこれだけ近くてこん

なにアクセスの良い所で、ワーケーションで来

る人は一番良い時期に来るのかも知れません。

やはり一番良い時期に来てもらってファンに

なってもらうのが手っ取り早い方法と言えます。

　このように私どもは提案を少しずつでもして

いこうかなと考えております。移住、定住とか

地域づくり応援隊など、行政も一生懸命やって

はいるのですが、やはり自分が思ってきた事と

ギャップがあって、なかなか定着に結び付いて

いないと言う事があるものですから、ぜひ大学

などと結びついて、たまたま美唄の時は札幌国

際大学や札幌大谷大学、札幌大学など多くの大

学と包括連携協定を結びまして、実際に大谷大

学の方が保育所に就職して下さいましたし、そ

のようなつながりも生まれてきたという事もあ

りまして、何とかそのような取り組みを増やし

ていきたいと思っております。やはり地域特性

を活かしていく事が今後の産業の育成にとって

非常に大事だと思っておりますので、我々振興

局がやれることは限られているかもしれません

が、昨日も留萌の市長さんと話し合いを持ちま

したが、非常に大きな夢を持っておられまして、

留萌の道の駅、港オアシス構想で、留萌の道の

駅を核として留萌の振興をしていきたいと考え

ているようで、古くなった公共施設の再配置と

か、皆さんがあまり車に乗らなくても生活でき

るような、歩いて暮らせる街づくりなども推進

していかなければならないと、留萌は今一番良

い時期に来たのかと。良い時期というより節目

の時期に来たのかなと私自身思っております。

　（次回に続く）

第４回　７月29日（水）　天候 / 晴
横 横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

旗の波運動　７月20日（月） 四十坊前 《奉仕プロジェクト委員会》




